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芸術科（書道Ⅰ）においては、ねらいの達成率が高い。一方で、生徒たちは、「授業時間内に作

品が仕上がらない」という悩みを抱えていることから、講義による学問的なレクチャーと、実際

に制作に費やす時間の配分について配慮し、授業時間内にできるだけ目標に近い作品を制作でき

るよう、時間的な配分についても考慮した授業計画を立てていく必要がある。
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１　洛北 SSH 自己評価シートによる調査の実施
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71



④　
実
施
の
効
果

と
そ
の
評
価
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93



サイエンス科 サイエンスチャレンジ
1年生 ２年生 ３年生

文理コース

生物学オリンピックに挑戦しよう！

年間活動一覧
令
和
７
年度

洛北

①講義
②実験
③セレンディピティセミナー

×

３
回

基礎実験
（物理・環境・数学）

課題探究Ⅰ

特別講義
「データサイエンスのすすめ」

ミニ課題研究①
（物理・化学・生物・環境・数学）

課題探究Ⅱ

課題研究

研究計画発表会

ポスター講習会

みやびサイエンスガーデン

アドバンスセミナー

物理チャレンジにチャレンジしよう！

ラグランジュの会（通年）

化学グランプリの問題に挑戦！

京都 Science コミュニティ企画
「パスタブリッジコンテスト」

洛北数学探究チャレンジ

・3D CAD を学ぼう
・トポロジー～柔らかい幾何学～
・医療画像で学ぶ身体と検出器の世界
・お茶のひみつ
・野菜の品種改良

【SP 第 1回】

サイエンス Factory ツアー
「花王和歌山工場・日本製鐵和歌山地区工場」

SSHガイダンス

課題探究Ⅰ・Ⅱ交流会

論文講習会

研究倫理講義

英語コミュニケーションⅠ

サイエンススプラウト

京都探究エキスポ

Rakuhoku Englishβ
英語ポスターセッション

Rakuhoku Englishβ
英語アブストラクト作成

みやこサイエンスフェスタ
奨励賞２

化学探究Ⅱ特別講義
「有機化学と AI」京都大学

生活創造コンクール
AAA賞

坊ちゃん科学賞
研究論文コンテスト
優良入賞２・佳作２

SHOOT Lab

案内・参加者募集

ガイダンス・活動開始

大学研究室研修
（京都府立大学・京都工芸繊維大学）

研修報告会

数学オリンピックの問題に挑戦！

京都府立医科大学連携事業　共同教室
「微生物学・感染症学の基本的な実験」

EXPO KYOTO MEETING

サイエンス部

全体セレンディピティセミナー

SSHガイダンス

自由すぎる研究 EXPO
入選９

京都大学 ELCAS 演習型 2名・講義型 1名

大阪大学 SEEDS 体感コースファーストステップ 5 名

分光学入門～溶液の色をどのようにして分析するか～

・実験結果から考察しよう　　
・だれかのためのデザイン
・キッチンサイエンス
・地理オリンピックの過去問にチャレンジ

【SP 第３回】
・光る酵母菌を作ろう　　
・草木染めを体験しよう！
・外来生物を知ろう

らくほく天体観望会～レモン彗星～

・細胞生物学で学ぶスキンケア
・虚数単位 i をつくる
・野菜をもっと知ろう
・原子物理学を用いて放射線を「みて」みよう
・ だれかのためのデザイン
・キッチンサイエンス
・宮大工を知る！建築ワークショップ

【SP 第４回】

京都探究エキスポ

学びのWEBラボ

成果物交流会

エンジニア選手権２部リーグ
2025 京都カップ競技優勝

校内事業（英語・国際）

ジュニア農芸化学会 2026

物理学探究Ⅱ 特別講義
「日本のエネルギーの現状と水素を
取り巻く燃料電池」京都大学

生物学探究Ⅱ 特別講義
「世界市場に向けた野菜の

品種改良」タキイ

第 31回日本食品化学学会
高校生によるポスター発表

日本動物学会
第96回名古屋大会
高校生ポスター発表賞

パソコン甲子園2025
プログラミング部門予選成績優秀賞

AtCoderJuniorLeague2025Summer
高３個人ランキング 3位

ミニ課題研究②
（物理・化学・生物・環境・数学）

「算数・数学の自由研究」
作品コンクール
中央審査委員奨励賞

1年生 ２・３年生

科学の甲子園　京都府予選

第 42回京都府高等学校総合文化祭
自然科学部門　優良賞

イオンモール　KYOTO科学館

第 18 回　日本地学オリンピック
本選出場

第 25回　日本情報オリンピック
予選敢闘賞１・予選Aランク２・セミファイナル進出１

第 21 回京都大学附置研究所・センターシンポジウム
「京都からの発信・研究メトロポリスが描く未来」

・「光」について実験を通して学ぼう
・心臓のつくりを観察しよう！
・エッシャーの絵を描こう
・梅干しから塩を取り出してみよう
・ 誰でもできるデジタルデザインとものづくり
・キッチンサイエンス③

【SP第 5回】

・水の中で起こる不思議な化学の世界を見てみよう！
・廃材から色が生まれる？科学とアートの実験室
・必勝法
・キャベツのクローンを作る～植物組織培養～
・ だれかのためのデザイン
・青年海外協力隊・理数科教師の２年間

【SP 第２回】

京都 Science コミュニティ企画
「パスタブリッジコンテスト」事前講習

日本生物学オリンピック 2025
敢闘賞

全国物理コンテスト 物理チャレンジ2025
銅賞 2・奨励賞２

（実験優良賞・実験奨励賞）

化学グランプリ 2025
近畿支部長賞 2

「しっぽ学」について学ぶ　京都工芸繊維大学

京都マス・フェス 2025
優秀賞 1

島津ぶんせき体感スクール

洛北オリジナルトウガラシ品種を育成しよう（通年）

カボチャの耐病性の遺伝様式を調べよう（通年）

洛北 Step Up Matrix 自己評価シート記入

数学課題研究（２年）

地球科学基礎校外学習（２年）
宇治川オープンラボラトリー

発表会

英語プレゼンガイダンス（３年）

テーマ発表会

中間発表

英語プレゼンテーション（３年）

エネルギー科学特別講義（２年）
「数値シミュレーションってどうやって

やるの？」京都工芸繊維大学

洛北 Step Up Matrix
自己評価シート記入（３年）

洛北 Step Up Matrix
自己評価シート記入

文理探究Ⅰ

基礎講義

ミニ探究活動①

ミニ探究活動②

ガイダンス

Matrix ポートフォリオまとめ配付・洛北アクティブラーナーアワード

全体セレンディピティセミナー

特別講義
「理系会社員の人生～私の進路選択～」

カネカ

生命科学基礎　特別講義
「タンパク質の合成と機能発現の

分子機構」京都産業大学

数学α　特別講義
「高校数学でわかるデータサイエンス

とAI」京都大学

第２回運営指導委員会

課題研究発表会

第１回運営指導委員会

全国 SSH生徒研究発表会

生命科学基礎
京都府立植物園フィールドワーク

生命科学基礎
京都府立植物園事前特別講義

京都府立医科大学連携事業　特別講義
「救急医療現場の話を聞こう」

第 20回　日本科学地理オリンピック
日本選手権　二次予選進出

日本金属学会 2026 春期
第 15回高校生・高専ポスター発表

ALIFE2025 「人工生命」ラボ



洛北Global Leadership Program

校内事業（英語・国際）年間活動一覧
令
和
７
年度

洛北
中学　洛北サイエンス

中３　課題研究発表会校内見学

中２　特別講義
京都大学大学院理学研究科　附属花山天文台

中３　課題探究Ⅰ
化学分野基礎実験 （探究）

科学の甲子園ジュニア　全国大会　総合第７位・ナリカ賞

中１　観察力向上ワークショップ（探究）

中１　２枚の凸レンズを使った望遠鏡（探究）
生徒・保護者対象応募説明会

参加者募集

渡航説明会①・キックオフガイダンス

リーダーシップ研修⓪

リーダーシップ研修①
英語ディスカッション・プレゼンテーション研修

リーダーシップ研修②
英語ディスカッション・プレゼンテーション研修②

リーダーシップ研修③
英語ディスカッション・プレゼンテーション研修③

グローバル探究研修①

渡航説明会②

グローバル探究研修②
アントレプレナーシップ研修①

アントレプレナーシップ研修②

渡航説明会③

英語ディスカッション・プレゼンテーション研修④

第２回運営指導委員会

アメリカ研修

洛北GLP 報告会（４月）

中１　校外学習　琵琶湖博物館

中２　数学学年発表会 （探究）

島津サイエンスキャンプ

中２　京都の気候（探究）

中２　共同数学探究・高志中学校（探究）

中２　 特別講義 　京都地方気象台

第１回運営指導委員会

中３　校外学習
国立民族学博物館・JT 生命誌研究館

中１　数学 特別講義 　京都大学大学院

中３　数学 特別講義 　京都産業大学

中２　数学 特別講義 　京都大学大学院

中１　三葉虫の観察（探究）

中３　特別講義 　京都大学大学院農学研究科 

中１　校外学習　京都大学総合博物館

中１　特別講義 　関西電力京都支社

中３　課題探究Ⅰ
生物分野基礎実験 （探究）

中２　クリップモーターの探究（探究）

中２　おもりの懸垂（探究）

中２　紙コップの探究（探究） 

中３　パーコレーションの探究（探究）






